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要約
本稿では，筆者が毎年執筆している研究ノート「家族システムに関する一つの考察」の前稿「家

族システムに関する一つの考察Ⅲ」（星槎道都大学研究紀要第⚖号 2025 年⚓月発行）の内容に若
干の修正を加えたうえで，家族システムのクロノ的展開における家族システム構築の課題につ
いて考察していきたい。
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⚑，小室直樹の構造・機能分析による家族
システムの再考

考察に先立ち，筆者が，この論稿の分析ツール
として用いている小室直樹の構造・機能分析理論
を今一度紹介したい。①社会を変数の束であると
考える。そこには，いろいろな変数が見出される。
これは社会をシステムとして捉えている故であ
る。②その変数は，お互いにバラバラに動くので
はなく，様々な制約条件のもとに，動いていると
考える。この制約は関数関係なのだが，この関数
は何本もある。変数が n個あれば，関数も n本あ
ると考えなければならない。それで連立方程式が
解けて，それぞれ変数が特定の値をとるように
なっている。③この関数関係を構造と考える。変
数と変数を結び付ける制約をすべて構造と呼ぶ。
この構造を所与とした場合に，変数の値が決まる
ことを均衡と呼ぶ。④この構造は，さしあたり安
定だと考えられるが，これは永遠不変のものでは
なく，一定の条件下で変動していく。構造が変動
するかしないかを決める条件が機能である。構造
の下で変数の値が決まると，その機能が十分に達
成されていない場合に，構造が変動する。この小

室の分析を受け，筆者は家族成員間の結びつきを
家族構造とし，それを中心とした家族外との関係
性を含めたものを家族システムと定義した。ここ
で，上記の小室の構造・機能分析に則って，家族
構造を再構築して，いきたい。 ①ʠ家族は一人以
上の成員で成り立っている。各々の成員は，父，
母，兄，妹など，家族内の地位を付与される。こ
の地位は生得的な地位であり，定数であるが，そ
の役割は必ずしも一定ではなく，変数である。②ʡ
家族成員はお互いにバラバラに動くのではなく，
様々な制約条件のもとに動いており，それぞれの
役割（変数）が特定の値をとるようになっている。
③ʠ家族成員が一定の役割を果たし，それを成員
各々が納得，同意していることを構造と呼ぶ。こ
れを所与としたとき，役割の内容が決まることを
均衡とする。④ʡこの家族構造は，永遠不変のも
のではなく，一定の条件下で変化していくと考え，
家族構造が変動するかしないかを決める条件が機
能である。⑤ʠその機能が十分に達成されていな
い場合に，構造は変動する。
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⚒，家族機能の再考

ここで，前稿に引き続き，家族機能について考
えていきたい。家族における変数を，成員それぞ
れの役割と筆者は定義した。成員が各々の役割に
ついて，納得・同意し，それを遂行しているとき，
均衡は保たれ，構造が変動することはない。しか
し，突発的なインシデントにより，成員各々の役
割が増減し，あるいは役割の変更交代が起こり，
それを成員が納得・同意しなかった，あるいはで
きなかった場合，均衡が崩れ，家族変動が起こる。
では，変動に至るプロセスを回避するための家族
機能を考察するとき，筆者は，家族内成員におけ
る相互作用，家族外システムへのアクセスの可否
に求める。前者の家族内成員間の相互作用は，普
段に日常生活におけるコミュニケーションを基盤
として，各々が持つ役割を相互に認識し，それに
よって他の成員の役割を各々が担えるか，あるい
は，どこまで担えるか，を認識することである。
いうなれば，成員相互間における役割の代替機能
である。後者は前述した家族システムに関連し
て，家族外の人間に役割の代替あるいは補助を求
めることにより遂行される。これを機能とするた
めには，その基礎機能として，家族外関係を普段
から構築しておくことが求められる。これを家族
の機能とするか，成員各々の役割とするかについ
ては，さらなる考察が必要である。また，家族外
の関係性に関しては，成員各々の人間関係だけで
はなく，家族の居住する自治体に，家族がひんし
ている危機に対応できる地域資源を把握しておく
ことも求められる。これも家族の機能とするか，
成員各々の役割とするかは考察する必要がある。
特に，この場合，家族の居住する自治体の持つ福
祉機能ともかかわってくるので，慎重な考察を要
する1。

⚓，家族システムにおけるクロノシステム
に関する考察（家族システム最単純モ
デル構築のための序章として）

筆者は前項で，家族システムののクロノ的機能
として「現代社会に適した関係性の構築，あるい
は時代時代に合った関係性を把握する機能，仮に
関係性是正機能とする。これは，過去において是
とされた関係性が必ずしも現代においては通用し
ない，ということを認識する必要性が生じること
により，家族機能としての必要性があると考え
る｣2と記した。これは時間の推移とともに家族
形態は変化し，同時に家族外の人間関係も，その
形態及び関係性が変化することからくる家族関係
のアップデートの必要性を考慮した者であり，こ
れ自体は必要な機能の一つである，と考えている。
しかしながら，クロノという時間軸の推移を前提
とした要因を考えたとき，そこには，一つの家族
の発生から消滅までを前提とした家族形態と家族
役割の変化の考察の必要性が生じる。これは，こ
れまでの家族社会学において，ファミリーライフ
サイクル，ファミリーライフコース，ファミリー
ライフステージ，定型家族，派生家族，聖職家族
といった，各々の研究テーマの下で考察されてき
たものであるが，本稿においては，それらを前述
の家族システム論上で一つにして考察したいと思
う。なお，ここで考察の対象として例示するのは，
一組の夫婦と，その子どもからなる家族形態であ
り，単身家族世帯やシングル家族世帯は含まない
ものとする。無論，それらの家族形態における分
析も必要であるが，本稿ではオーソドックスの家
族形態を考察の対象とし，家族システム生成の過
程の最単純モデル構築のための足掛かりとした
い。また，本稿では，やはりオーソドックスに起
こると考えられるファミリーライフステージを家
族に起こる普遍的インシデントとして採用してお
り，突発的なインシデントは考慮していない。こ
れもまた，考察する必要性は感じているが，今回
は最単純モデル構築のための試論として考察する
こと，また，普遍的なファミリーライフステージ
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における対処能力を有するからこそ，突発的なイ
ンシデントに対応する機能を有する家族システム
の構築が可能であると考える湯である。

⑴ 家族形成期
一組の男女が結婚し，家族を形成する。この時，

夫婦間で夫，妻としての地位と，その役割の同意
がなされる。これにより，家族形成初期における
家族内役割関係が成立する。また，夫婦それぞれ
の親族等のインフォーマル関係，つまりは家族形
成初期における家族システムの初期構築がなされ
る。無論これは親族に限らず，友人知人関係など
も含まれるが，これにより，一つの家族構造と家
族システムが誕生する。

⑵ 子育て初期
この夫婦に第一子が誕生する。これにより，家

族は最初の形態の変化，つまりは家族構造の変化
を余儀なくされるが，ここで「育児」という事象
により，夫婦間の役割に若干の，あるいは大きな
変化が訪れる。この時，役割変更に対して夫婦間
においての相互作用と家族システムへのアクセス
の成否が，この後の家族構造に影響を与える。い
わば，家族システムが有機的に機能するかの最初
のハードルであるが，メゾ的なヒューマンネット
ワークの有機的機能，及びエクソ的な地域資源へ
のアクセス，そして家族構造内の相互作用が有機
的に連携し，機能するかが問われる。

⑶ 子育て中期
子どもの就学により，夫婦間の役割にさらなる

変更が起こる。同時に，子どもの成長に伴い，子
どもを介してのインフォーマルな関係及びフォー
マル機関との関係が活性化する。また，夫婦各々
のインフォーマルな関係も変化することにより，
夫，妻，子どもインフォーマル関係の関連を考慮
した新たな家族システムの構築が求められる。家
族システムの再構築については，新たなヒューマ
ンネットワークを取り入れるだけでなく，過去の
ヒューマンネットワークとの継続的つながりも考

慮されるが，これは，家族構造の維持のために「何
が必要か」を静観の相互高⚒によって検討され，
その結果によって構築が決定される。

⑷ 子育て後期
子どもの就学期の終盤であり，その後のこども

の進路に関しての決定がなされる。この時期の課
題は，子どもとの同居の維持か別居しての独立か，
であり，同居した場合，子どもの進路にもよるが，
新たな役割変更が起こる。それに関しての家族内
の相互作用により，役割変更を家族成員が納得で
きるか否かにより，家族構造の変動の可能性が変
化する。別居の場合，子どもは新たな世帯を構成
するのであるから，子ども自身に独立した役割が
付与される。このとき，子どもが自身に付与され
た独立した役割を受け入れるか，あるいは親と同
居していたころの役割を引きずるか，あるいは，
双方による役割葛藤に苦しむかによって，家族構
造の変動の危険性が表面化する。同時に，別居時
のこどもの新たなヒューマンネットワークの構
築，言い換えれば，単身世帯の家族システムの構
築が課題となる。この時に，子どもが新たな独立
した役割を受け入れ，親世帯をも自身の家族シス
テムに組み込むか，あるいは，上記の役割葛藤を
引きずったままシステムを構築するかによって，
親世帯，子ども世帯双方の家族システムの変動の
可能性が表面化する。

⑸ 子ども結婚期
子どもが結婚することにより新たな家族構造，

家族システムが構築される。この後の課題は⑴～
⑷までと同様であるが，この時に，親家族が持つ
家族システム，ヒューマンネットワークをどこま
で継承できるか，という課題が発生する。これは
親家族が，その親世代から継承してきたものと同
様に，子ども家族のシステム構築に関して重要な
要因となる3。

以上，クロノシステムの分析においては，各ファ
ミリーライフステージにおける家族構造内の役割
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変更時における成員間の納得と同意，そしてメ
ゾ・エクソレベルにおける家族システムのアップ
デートの可否が課題となる。それは「家族の自己
組織性」ともいえるシステム再構築の課題である。
これについては，システム論における自己組織性，
オート・ポイエーシス論の視点のもとに，さらな
る分析を必要とするが，一つの仮説として，家族
の自己組織性，つまりは，家族自身が外部に何ら
かの要因を発信し，自身の力で家族そのものを
アップデートしていくためには，家族構造の「堅
固性」ともいうべき変動の可能性が極めて少ない
家族構造の構築が不可欠である，と考える。堅固
性とは，家族成員間の家族機能，つまりは，成員
間の相互作用が活発に行われ，家族内役割が柔軟
に変更されていく状態と定義する。無論，役割が
固定することで，家族構造の変動の可能性が極め
て少ないのであるならば，変更の必要はないが，
それを納得・同意するのは家族成員であるのだか
ら，やはり，家族成員間の相互作用が有機的に機
能している状態であると言える。生得的な地位に
固執し，かたくなに役割の変更を拒む状態を「凝
固性」と定義する。どのような家族にも到来する
ファミリーライフステージにおいて，役割の変更
がなされなければ，家族構造そのものが変動する
かもしれない状態で，生得的な地位と役割に固執
するならば，突発的なインシデントに対応する家
族内ストレングスは極めて弱くなると考える。

⚔，今後の課題

本稿では一つの家族の発生から起こるファミ
リーライフステージを追い，各ライフステージに
おける家族構造と家族システムにおける課題と，
その克服過程を提示することにより，家族システ
ムのクロノシステムにおける機能，その，各ライ
フステージにおける家族システムの最単純モデル
構築を試みたが，その過程において，「家族の自己
組織性」という新たな視点にたどり着いたが，シ
ステム論における自己組織性とオート・ポイエー
シス論の考察を重ね，新たな発見につなげていき

たい。また，本稿では家族役割の具体的内容は明
示しておらず，いささか捨象気味に考察を続けて
きたが，これも，過去の研究成果を考察し，明確
な形にしていきたい。同様に，家族機能について
も「家族成員間の相互作用」という，これも捨象
気味の表現を用いたが，先行研究における「家族
内コミュニケーション」などを詳察し，具体的な
概念に昇華していきたい。

注記)
⚑，野々山久也は「家族福祉は地域福祉を前提とす
る」と定義し，地域社会における福祉資源の機能
性が，家族福祉の成否を左右するとした。筆者
の家族システム論におけるエクソシステムにお
いても，地域資源の把握が家族構造の機能と定
義したが，家族の居住する自治体における福祉
資源の多少は，家族システム及び家族構造の変
動に，大きくかかわると考える。

⚒，杉本「家族システムに関する一つの考察Ⅲ」星槎
道都大学研究紀要第⚖号 p 147

⚓，この親世代からのヒューマンネットワークの継
承の多寡によって，子ども世帯の家族システム
の構築に格差が発生する要因を筆者はかつて戦
後からのディケードごとに考察したが（杉本「家
族システムに関する一つの考察Ⅱ」星槎道都大
学研究紀要第⚕号），ヒューマンネットワークの
世代間継承が子ども世帯の家族システム構築だ
けではなく，家族構造の変動の可能性を大きく
することも推察される。
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One Argument Considered with Family System Theory
for Social Work IV

SUGIMOTO Daisuke

Abstract

In this article, I make some minor revisions to my previous research note,ʠA Consideration
on Family Systems III,ʡwhich I submit annually, and use Naoki Komuro’ s structural and
functional analysis to redefine the family system, while also redefining the functions of the family
system within the chronosystem.
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